



















































































残っていました。最終的にはこれを裁判によって解決しようと決心をしたわけです。そこで五十七年四月に大阪地方裁判所に宮山寮移転禁止仮処分の申請を行った。その一つの根拠は、昭和五十七年一一一月限りで学生部長の入寮許可を 式に得ているいわゆる正規 というのが全くいなくな たという とです。これは突 長い期路大甑大学としては辛抱に辛抱を重ねてきて、
それまで入寮募集合}停止してき
たという際史 あるわけです。そう 非常に忍耐強く、態度を変えなかったとい こと、これはやっぱり全学的な同意が得ら て、全学的な協力がなくてはとてもでき か たことではないかと患います。ご存じのように、全学が巻き込まれた阪大紛争というのは、四十悶





































































育的な意義を認めるというのは、私 やぶさかではな のですが、位の中全体がすっかり変わり、国立大学協会の寮問題の特別委員会の議論でも、もはや背のような を現在 世の中で期待するよう ことは無理である。むしろビジネスホテルの学生版というふうに考えた方がいいのではないかという議論が、非常に多くなってきています。鴻池寮の方は、これは踏み込んでみましたところが、溶接があちこちにされておりまして、入れない部監 幾つかありました。溶接門の先生が、「これぐらいうまく溶接ができるんだったら、一が銭学科の卒業免状をやっ もいいんじゃないか (笑)ということを漏らされたぐらいで、非常に堅調な砦が きておりました。現在はすっかり


























つくっ い、その先生方のお世話になりまして、中野(貞一郎〉教授には特にお世話になったと思います。それからもう一つは、当時の大阪法務局の局長、この方が非常にわかりがよくて、これはやりましょうと。ご存じ ように、紛争 途中で何度も、寮問題だけで なくて法務局に相談しようという があ うのです。だけど法務局は大学の姿勢を見て、これでは訴訟を維持できな という考えがありまして、最初の ちは、法務局もなかなか引き受けてもらえなかったんです。ところが話しあっ いる ちに局長とか、訟務部長とか、あるいは担当検事が非常に熱心になって頂きました。山中
いま総長がおっしゃった、大学の姿勢云々という話ですね、











































教育に非常に大きな貢献をしてきでるんです。その後あちこちに新設された歯学部 教官として、大阪大学 街学部が随分たくさんの優た人達を供給してきていると思います。ですから、学生定員数六十人しかないの 八十名にし ほしいと うこと 言いましでも、 まく通ったのです。もっともこれは多少の困難はありました。というのこの当時すでに歯科医養成数が全国的にたくさんになっていまして、

















のアクセスの面からいいますと、非常 早く行ける、関西の中心に位置してると言っ いいと思うのです。将来医学部の附属病院 つくりましても、大学病院らし 病院が建設できるのではないかと考えてる
わけです。それに関辿しまして、医学部の移転の問題ですがこれには、大変古い燦史がありまして、天野恒久教授が医学部長になられたとき、私が医学部の将米計画委員長になりました。そこで新しい医学の研究、教
育体系と うものなどを下敷きにして世の中を納得させるような計画を作ろうということで、委員長として背さん 同意を ながら将来計画をつくったのです。
その根幹をなしているものは、現在の医学は関連する諾科学、例え
ば物理、化学、数学は言うまで ありませんが 最近急速な進歩 遂げている生物学がどんどん の中に入ってきている、同時に工学入ってきている。すっかり面目を改めて、医の科学と いますか、医利学というようなものになってきています。それと同時に、あ 医学、医療技術が進みますと、医学の出発点 ある患者といいますか、人聞を忘れてしまいますので 医 にまつわる人文社会科学的な問題もふくめたメディカルサイエンス いうのが必要であるということが組みこまれています。ちょうどその項、私が文部省の医学視学委員会、大学設置審議会
医学の専門委員会の委員をし おりまし 、医科 の大学院修士課程というのをつくろうということを提案しました。それを文部省、が採用
そ
する ころになりました。そして大阪大学と筑波大学に医科 修士課程というのをつくってもらったわけです。 生は二十名 すが、博士課程は医学の博士課程に入ることになりま 、そう うふう 法改正までして通してもらったわけです、が、この修士課程には医学部出身


























らそれを基にした最新 医療、こういったようなものを目標にした新しい学際的なメディカルセンターをつくりましょ 。斬新で、先見的であって、大げさに言うと 二十一世紀の医療にあるいは医学の研究と教育に対応するものを中核にして移転する とになりました。医学部の教授会の皆さんも、 非常に有効、適切に応えていただいて、プランがごく最近に出来上がってきて、医学部がまず移転し、
その次
には病院と医学部の聞をつなぐようなもので種々 学聞 医学を中心に横 つなぐような学際医療センター ようなものを一つつくる。その次 病院を移すこと。こういうふうなプランにかたまっ きて、
五













はセンターしかない。学部 学科の増設は、原則と 認められないちょうどぼく自身が興味を持ってい 医学生物学の領域で非常 先端
的で、革新的なテクノロジーが発見されて、それが単に技術にとどまらない 医学生物学全体、バイオサイエンス全体に対して大きなインパクトを与えつつあるということに気がつきました。
いま大阪大学

































































































科委員会で認めてもらうことだ。そうい こ なしてあげれば、正規の大学院の中 組み込まれて をするこ がオ
i
ソライズされると。



























たいと額んだわけです。現在 八教授というこ 健康体育部と てお認め ただいたわけであります。
体育科学部設位準備委員会が、
五十四年六月に若槻総長時代に発足














































































































































































































































































































































































































































































































































































けれども、各大学の機能分担をはっきりとさせていく必要がある 村色を持った大学をつくっていく必要がある。大きい大学は大きい大学なりに、小さい は小さい大学なりに、十把一絡げの い
l 士、
いかにも奇妙だと思う。大学というのは、特色があるからこそ大
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